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「
備
え
る
」「
つ
な
ぐ
」

　
噴
火
が
終
息
し
て
も
、
こ
こ
に
暮
ら

す
私
た
ち
に
不
安
を
与
え
続
け
て
い
る

溶
岩
ド
ー
ム
。ド
ー
ム
崩
壊
に
備
え
つ
つ
、

今
後
ま
た
い
つ
始
ま
る
か
分
か
ら
な
い

噴
火
活
動
に
も
備
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

「
自
分
た
ち
の
命
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

　
い
ざ
と
い
う
と
き
最
後
に
は
、
自
分

た
ち
の
命
を
守
る
の
は
自
分
た
ち
し
か

い
ま
せ
ん
。
有
事
の
際
に
ど
う
動
く
か
、

私
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
身
を
守
る

方
法
を
日
頃
か
ら
考
え
、
備
え
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
未
来
の
命
を
守
る
」

　
再
び
噴
火
活
動
が
始
ま
っ
た
と
き
、

こ
こ
に
暮
ら
す
未
来
の
人
た
ち
が
す
ば

や
く
的
確
に
行
動
で
き
る
よ
う
、
自
然

災
害
の
脅
威
、
避
難
行
動
、
防
災
活
動

の
重
要
性
を
伝
え
つ
な
ぐ
こ
と
が
、
今

を
生
き
る
私
た
ち
が
な
す
べ
き
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
い
ま
も
続
く
噴
火
の
脅
威

　
平
成
噴
火
は
終
息
し
た
も
の
の
、

噴
出
し
た
溶
岩
が
現
在
も
山
頂
に

残
っ
た
ま
ま
で
、
そ
の
総
量
は
約
１

億
立
方
メ
ー
ト
ル（
福
岡
ペ
イ
ペ
イ

ド
ー
ム
53
杯
分
）に
も
な
り
ま
す
。

こ
の
溶
岩
が
不
安
定
な
状
態
で
堆
積

し
て
い
て
、
平
成
９
年
か
ら
令
和
２

年
ま
で
の
間
に
、
東
南
東（
島
原
市

方
面
）に
約
１
．
３
メ
ー
ト
ル
、
年

間
で
６
セ
ン
チ
程
度
ず
り
落
ち
る
よ

う
に
動
い
て
い
ま
す
。

　
国
土
交
通
省
雲
仙
砂
防
管
理
セ
ン

タ
ー
の
分
析
で
は
、
ひ
と
た
び
地
震

な
ど
で
崩
壊
現
象（
岩
屑
な
だ
れ
）が

発
生
す
る
と
、
国
道
57
号
ま
で
約
４

分
、
有
明
海
ま
で
約
７
分
で
到
達
す

る
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。　
　
　

　
岩
屑
な
だ
れ
と
崩
壊
後
の
土
石
流

対
策
と
し
て
、
崩
壊
パ
タ
ー
ン
ケ
ー

ス
１
か
ら
ケ
ー
ス
５
ま
で
を
想
定
。

そ
の
中
で
発
生
の
可
能
性
が
高
い

ケ
ー
ス
３
に
備
え
る
た
め
、
水
無
川

１
号・
２
号
砂
防
堰
堤
の
４
．５
メ
ー

ト
ル
嵩
上
げ
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
溶
岩
ド
ー
ム
崩
壊
の
前
兆
を

と
ら
え
、
的
確
な
避
難
の
判
断
を
行

う
た
め
に
監
視
や
観
測
体
制
の
検

討
・
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　道の駅みずなし本陣ふかえ
に隣接し、土石流により被災
した家屋を保存展示している
施設。公園内の家屋は1992
年８月８日、14日に発生し
た土石流により被害を受けた

もので、災害のすさまじさを身近に感じ、防災の重要性を学ぶ
ことができます。

　国道57号以南の水無川右岸の護岸を利用した公園内に、当時
頻発した火砕流の中でもっとも遠くまで達した火砕流（平成５
年７月19日に発生）の地点に支柱が建てられています。
　この地点は、山頂から約5.6キロメートルもの距離があり、
遠くに普賢岳を望むことができ、自然災害の規模の大きさを伝
えてくれます。

　旧大野木場小学校の校舎や体育館が火砕
流により焼失した９月15日をメモリアル
デーとし、災害の記憶を風化させないために、
大野木場小児童が噴火災害について学習し
た成果の発表や、被災体験者の講話を聞い
たりして砂防事業の重要性や防災に対する
意識を高める集会を毎年開催しています。
　集会の最後には、旧大野木場小学校の校
庭で火砕流の被災を乗り越えたイチョウの
木をテーマにした歌「生きていたんだね」を全校児童で合唱しています。
　平成12年から始まったこのメモリアルデーも今年の９月15日に22回目を迎えます。

　ジオパークは、価値ある地球活動の痕跡を保護し、それらを未来
に引き継いでいくことを目的としたユネスコの取り組みです。
　島原半島ジオパークは、日本で最初に『ユネスコ世界ジオパーク』
に認定されました。
　その見どころ（サイト）に旧大野木場小学校被災校舎や土石流被災
家屋保存公園などが含まれており、ここに暮らしてきた人々と火山
の噴火のつながりや災害の予防と復興の重要性を訪れた人に伝えて
います。

が
ん
せ
つ

え
ん
て
い

つなごう未来へ！
島原半島ユネスコ世界ジオパーク

今も続く溶岩ドーム崩落の危険
土石流被災家屋保存公園火砕流最長到達点

ば深江町丁6077　●開館時間…午前９時～午後５時
●休園日…年中無休　●入園料…無料
問☎７２―７２２２（道の駅 みずなし本陣ふかえ）

ばふかえ桜パーク内（国道57号線側）

噴火災害の脅威を伝え続けています

問島原半島ジオパーク協議会　☎０９５７ｰ６５ｰ５５４０

火砕流被災を乗り越えた
イチョウの木（現在）

大野木場小学校メモリアルデー

各施設において、新型コロナウイルス感染状況により臨時閉鎖する場合があります。


